
 

 

 

 

 

 

 

１ 主題設定の理由 

（１）学習指導要領との関連から 

      平成２９年３月に公示された学習指導 

要領では、これからの時代に求められる資 

質・能力が「知識及び技能」「思考力、判 

断力、表現力等」「学びに向かう力、人間 

性等」の三つの柱に再整理され、各教科等 

の目標や内容が示されている。そして、こ 

のような資質・能力を身に付け、子どもた 

ちが、学習内容を人生や社会の在り方と結 

び付けて理解し、生涯にわたって能動的に 

学び続けることができるよう、「主体的・ 

対話的で深い学び」の実現に向けた授業改 

善及び授業づくりが求められている。「情 

報活用能力」が子どもたちの学習の基盤と 

なる資質・能力として明確に示され、ICT 

が高度化していく社会において、情報活用 

能力の育成を通して「生涯にわたって能動 

的に学び続ける」力を育むためには、子ど 

もたちが日常的に ICT機器を活用できる 

環境を整えるとともに、これを生かした学 

習活動の充実を図ることが重要である。 

そこで、これまで以上にＩＣＴ活用をし 

  た小学校の学びはどうあるべきかを深め 

  るために本主題を設定した。      

（２）本学級の実態から 

   本学級は、３学年児童２５名で、学習に 

  積極的に取り組む児童が多い。しかし、社 

会の学習において、ICTを活用することは 

初めてであり、1学期から少しずつ、ICT 

の活用に取り組ませてきたところである。 

本学級で、他者と協働し、主体的に学習活 

動に取り組ませるために ICTの活用は大 

変重要なことであると考える。 

     

４ 研究の視点 

 ① 児童の実態把握、分析  

…学力テスト分析により「平均をやや下 

回る児童（Ｃ層群）」「かなり下回る児童 

（Ｄ層群）」を把握し、ターゲットとす 

る児童を想定する。 

 

２ 研究の目標 

  第３学年の社会科学習において、ICTを 

活用した実践を通して、他者と協働し主体的 

に取り組む学習活動の在り方を究明する。 

 

３ 研究の仮説 

  第 3学年の社会科学習において、課題設定 

 を工夫し、ICT 活用を工夫することにより、 

児童が他者と協働し主体的に学習活動に取 

り組むであろう。 

 

４ 研究内容 

（１）課題設定の工夫 

  ① 課題の表現 

  ② 学習活動内容のイメージ化 

（２）ICT活用の工夫 

  ① 資料の選択のさせ方の工夫 

  ② グーグルクロームのジャムボードの活用 

 

５ 研究の実際 

（１）課題設定の工夫 

① 課題の表現 

    児童が学習に主体的に取り組むこと 

ができるように、児童に提示する課題は、 

児童が追求したくなるように、疑問形で 

表現するようにした。 

    このように、課題を疑問形で表現する 

ことにより、追求しようとする意欲が高 

まり他者と協働して問題解決しようと 

する姿が見られた。 

「他者と協働し主体的に取り組む学習活動の工夫 

～Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た 実 践 を 通 し て～ 」               
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（例）○ 学校の防火設備はどこにあるのだろう。 

○ なぜ工場は集まっているのだろうか。 

○ どうしたらしょうゆができるのだろう。 



② 学習活動内容のイメージ化 

   児童が学習に主体的に取り組むことが

できるように、学習内容のイメージをもた 

せるようにした。様々な調べ方を提示し、

ジャムボードでのまとめの例を示した。 

   このように、児童にゴールイメージをも

たせたことにより、児童は、教科書で調べ

たり、タブレットで教科書に載っていない

ものを見たり、自分たちで調べてまとめよ

うと学習内容に興味関心をもち始めた。 

（２）ICT活用の工夫 

  ① 資料の選択のさせ方の工夫 

    児童が学習に主体的に取り組むこと 

ができるように、資料を複数準備し、児 

 童が自ら選択をすることができるよう 

にした。 

タブレットで様々な資料を集めるこ 

   とで、児童が自分たちの学習に必要な資 

料を取捨選択できるようになった。 

② グーグルクロームのジャムボードの活用 

 他者と協働して学習を進めることがで 

きるように、グーグルのジャムボードを活 

用して児童同士の考えや違いの共有をで 

きるようにした。また、発表資料やこれま 

で学習したことを協力してまとめること 

によって理解を深めた。 

６ 研究の成果と今後の課題 

（１）研究の成果 

 〇 児童に提示する課題設定を工夫し、学 

  習活動内容をイメージ化させたことに 

より、児童が資料を調べたり、話し合っ 

たりして、主体的に課題を追求しようと 

する様子が見られた。 

  〇 ICT活用を工夫したことにより、児童  

 が自ら資料を選択することで、グーグル 

クロームのジャムボードで発表資料を 

作るなど、主体的に協働する学習を進め 

ることができた。 

 （２）今後の課題 

    グーグルクロームのジャムボードで 

は、個人がどのように思考したのか 

が、確認しづらいため、さらに活用の仕 

方を工夫していく必要がある。 

（例）調べる・・・教科書、インターネット 

   深める・・・班での話し合い、全体で

の話し合い 

（ジャムボードを使って） 

○○を調べるための資料 

・・・（複数の中から選ばせる） 

・コノマチ☆リサーチ 

（NHK for school） 

・２４時間密着 消防士の１日 

・インターネット ・学校図書 


